後姿の凛として
　
　
龍之介＃３２
　
　
　梅雨ももう明けようかという七月中旬、達哉は大使館の中庭で椅子に腰掛けていた。草木の匂いの濃い風を受けながら見ているのは、石畳の上をあたかも舞っているかの様な動きを見せる二人の女性。時折、竹刀がかすったり、激しくぶつかり合う音が響く。
　凄いもんだなと、達哉が感心する。椅子に背もたれは付いているが、自然と背筋が伸びて、そんなものは必要とならなかった。
　フィーナの剣を余裕を持って避けつつ、的確な反撃を繰り出すカレンを見ながら、達哉は二ヶ月ほど前、初めて会った時の印象を思い出していた。
　緊張感のある張り詰めた空気をまとい、おいそれと人を近づけない、そんな雰囲気を持った人だった。だが、さやかから話を聞かされたり、少し言葉を交わしたりする内に、尖った印象は和らいでいった。
　そして、先日酔っぱらって家に泊まっていった時のことを思い浮かべる。恥ずかしさのせいか赤くなった顔と、恐縮しきった振る舞いが何だか微笑ましく、一瞬、可愛いなと、そう思ってしまった。
　
　物思いから意識を戻しても、依然、二人は剣を交えている。先程、仕事の手が空いているらしいカレンに、
「もし手が空いていたら、久しぶりにお手合わせ願えないかしら？」
　そうフィーナが聞き、カレンも「喜んで」と応じてから、もうかなりの時間が経つ。動きやすい服に着替えてはいるものの、相当な運動量に達しているはずだった。だが、二人の息は全く乱れず、竹刀捌きも、俊敏な足の動きも変わらない。
「はっ」
　流れるような舞が一瞬止まり、フィーナの動きが変わる。身を屈めてから、跳ね上がるような突きが二段、連続で繰り出される。それでも、カレンは知っている攻撃なのか、半身になり、竹刀を巧みに操って、突きを横に逸らしてかわしていく。
「せあっ」
　間髪を入れず、上段から竹刀を振り下ろすフィーナ。まだ半身のままのカレンが瞬時に反応し、フィーナの太刀筋に合わせるように竹刀を出し、一緒に振り切るようにしながら、僅かな力の加減でフィーナの剣を逸らす。すっとカレンが身を屈め、左手が腰に行くが、そこには何もなく、空気を掴むように手が動いただけだった。
「ふう……」
　フィーナが不意に緊張を解く。
「私の負けね。左腰に二の剣があったら完全にやられていたわ」
「ええ。フィーナ様の剣が鋭かったので、無意識の内に身体が反応してしまいました」
　カレンも緊張を解き、小さく一礼する。
　仕合が終わったのを見て、達哉が寄っていく。
「どういうこと、フィーナ？　二の剣がどうのって言ってたけど……」
　先程耳に入って疑問に思ったことを尋ねる。
「カレンの流派というか、剣技では、左腰にもう一本、短剣や短刀を差しているの。『二の剣』と言って、さっきのように相手の攻撃を右手一本でやり過ごした際に、それを抜いて相手を攻撃するためのものね。カレンが二の剣を差していたら、私は腹を斬られるか突かれるかされていたはずよ」
　フィーナが振り向くと、カレンもその通りですとばかりに頷いた。
「ところで達哉さん」
　カレンが達哉に向き直る。
「ずいぶん熱心に見ていらしたようですが、剣に興味がおありですか？」
　微笑み混じりに問いかけてくる。どう答えようかと迷っていると、
「もし達哉さんにその気があって、やってみたいというのであれば、いつでも言って下さい。私の手が空いている時間であれば、お相手しますよ」
「その時は、私もお手伝いするわ。運動不足だと思ったら、試しに始めてみるのもいいんじゃないかしら？」
　フィーナもそう言って微笑んだ。
「それでは達哉さん、気が向いたら大使館にいらしてください。……フィーナ様、今日はありがとうございました。久しぶりにいい緊張感を味合わせて頂きました」
「こちらもよ、カレン。ありがとう。いい試合だったわ」
「それでは、仕事に戻ります。フィーナ様、達哉さん、お気をつけてお帰り下さい」
「カレンも、仕事頑張ってね。根を詰めすぎないように」
「お気遣い、ありがとうございます」
　カレンが大きく礼をして去っていく。その後ろ姿が館内に消えていった後、着替えを済ましていつもの外出着をまとったフィーナと二人、達哉は大使館を後にした。
　
　
　
　数日後、あらかじめ言われていた時間より十分ほど早く、達哉は武官室のドアをノックした。
「失礼します」
　初めてその奥の方にまで入った大使館。しかも武官室。その主はカレン。いやが上にも緊張し、達哉は自分でも声が固くなるのが分かった。
「あ、達哉さん。……こちらはもう少しかかりますから、そちらのソファに座って待っていてください」
　執務机に向かっていたカレンは、一度立ち上がってソファを勧める。
　その座り心地のいいソファに腰掛けながら、達哉は事務作業をこなすカレンを見ていた。真剣な目、滞りなく動く手。それらを、達哉は飽きることなく見つめていた。
「さ、行きましょうか、達哉さん」
　処理の終わった書類をクリップで留めて机に置き、カレンがソファにきちんと座っている達哉に声をかける。
「カレンさんは、そのままの服装なんですね？」
　達哉はそれなりに動きやすいスポーティな格好。対するカレンは武官服のままだ。
「ええ、大丈夫です。この制服も、見た目ほど動きづらくはないですし」
　そう言ってふと、達哉が肩に提げているものに目を動かす。
「達哉さん、竹刀をお持ちなんですね」
「剣道をやめた友人に譲ってもらったんです。それと、初心者が週に一度くらいでは上達できないからと、フィーナから基礎を教わっていて……」
「そうですか……それで、フィーナ様はここに来る前に何か仰っていましたか？」
　ドアを閉め、鍵をかけながらカレンが尋ねる。
「思いっきりぶつかってこいと」
「ふふ……成る程、分かりました」
　達哉と同じく竹刀袋を提げたカレンが振り向く。
「容赦は、しませんよ」
　
　
　乾いた音を立てて、もう何度目かも分からないカレンの攻撃が当たる。多少の手加減はしてくれているのだろうが、それでも明日は痣だらけだろうという痛みをそこかしこに感じる。
「稽古よりも、まずは仕合ってみましょう」
　そう言われて始めてはみたが、達哉の竹刀は全く当たらず、カレンからはいいように太刀を浴びせられる。分かってはいたことだが、やはり悔しさを感じる。
　それでも、既に思うように上がらなくなった腕で構えを取る。
（剣の道は心の道。何よりも大事なのは、絶対に諦めないことよ。諦めた時点で、全てが終わってしまう）
　フィーナから最初に教わった言葉。それを胸に自分を奮い立たせる。
「さっ、来いっ！」
　一声、自分に喝を入れる。カレンを見ると、その口元に満足そうな色が浮かんだ。
「達哉さん、今日は終わりにしましょう。日も暮れてきましたし」
　気付くと、空は茜色に変わっていた。まだまだ出来ると思っていた達哉だったが、カレンの一言で気が抜けると、足がふらついた。
「武官室で少し休んでから帰った方がいいでしょう。私はこれから少し仕事がありますので武官室にはいられませんが、達哉さんの好きな時間に帰ってもらって構いません。ドアは鍵をかけなくても大丈夫ですし」
「あ、ありがとうございます」
　乱れた息でお礼を言う。武官室まで待てず、そのままここで寝そべりたい、そんな気分だった。
　
　
「くっ……しみるっ！」
「だ、大丈夫ですか？　達哉さん」
「ごめん。大丈夫だから続けて」
　大使館から帰った達哉は、ミアから傷の手当てを受けていた。勿論、カレンは傷にならないようにと留意して打ち込んではいたが、達哉の方の動きが素人な為に幾つか擦り傷を作っていた。
「ずいぶん手酷くやられたみたいね」
　フィーナが顔を出す。
「ははは……やっぱり全然、手も足も出ないよ」
「でも、清々しいのではなくて？」
「……うん。確かに。正々堂々と負けた、というか……小手先であしらわれたんじゃなくて、こっちの攻撃を受け止めて、それから力一杯返された様な感じだったし」
　達哉の言葉を聞いたフィーナがやっぱり、という顔をする。
「でも、達哉。あれはカレンの本当の剣技じゃないの」
「え？」
「カレンは武官だから、教わった剣技はもっと実用的な、相手を短時間で的確に倒すことを重要視したものなの。前話した二の剣もそう。本来であれば急所も突くわ。私との時は咄嗟に出てしまったけれど、相手が誠心誠意向かってくるときは絶対、本来の剣技は出さないの。」
　フィーナがそこで一息つく。
「それが、カレンなりの誠意なのよ」
　終始厳しい顔で臨んでいたカレンが、その裏に抱いていた誠意。素人の自分にも手を抜かず向かい合い、しかも本来とは違う剣技で相対してくれた。正直、嬉しかった。その想いを噛みしめる。
「……よしっ！」
　それに対して応えるには、感謝の気持ちを表すには、やはり精一杯ぶつかっていくしかないのだろうと、傷の痛みを感じながら、そう思った。
　
　それからも、週に一度大使館でカレンと仕合い、それ以外はフィーナの手の空いている時に稽古をつけてもらう日々が続いた。何故こんなに真剣に打ち込んでいるのか、達哉は自分のことながら分からないでいた。最初は単純に身体を動かすのもいいだろうという軽い気持ちで始めたのだ。実際、適度な運動程度にとどめておくことも出来る。だが、気が付くと全力で剣に取り組んでいた。それが不思議だった。
　
　
「踏み込みが浅いっ！」
　精一杯のつもりで繰り出した突きが余裕をもってかわされ、直後、左肩を打たれた。何とか形になってきてはいるが、やはりそんな程度では全く通用しなかった。
「今日は、ここまでですね」
　お互いに姿勢を正して一礼する。カレンの表情が少し和らぐ。
「中々いい形になってきましたね」
「でも、まだまだですよ。カレンさんにも、フィーナにも全然適わないし」
「たかだか数週間で追い越されたらたまりません。私もフィーナ様も、何年とつらい稽古を重ねての今ですから」
　カレンの表情は和らいだままだが、言葉の合間にそのつらい稽古を乗り越えてきた自信が垣間見える。
「つらい稽古……」
　達哉が自分の掌を見ながらつぶやくように口にする。先程まで竹刀を握っていたために少し荒れた手。マメも幾つか出来ている。
「ええ、つらいです。剣の道は常に自分との戦いですから。それに負けて挫けてしまえば、どんなにいい師、仕合相手がいても何も上達しません」
　どんな時でも、剣のことを話すカレンの目は真剣だった。真っ直ぐで、冬の空気の様に、透明で厳しい眼差し。その真摯な姿勢から振られる剣に、言うなればカレンの心そのものに、自分は惹かれているのだろう。達哉は漠然とそう思った。
　
　
　　　　　　　　＊　＊　＊
　
　
　繁華街から少し離れたところに位置する、居酒屋とバーの合いの子のような店。その片隅にある四人がけのテーブル席に、カレンは一人で腰掛け、本を開きながら、最初に運ばれてきたお冷やをちびちびと飲んでいた。
「ごめ～ん、カレン。待った？」
　ぱたぱたとウェーブのかかった髪を揺らしながら、さやかが姿を見せる。申し訳なさそうな笑顔で、向かいに座る。
「そんなには」
　本に栞を挟んでバッグに入れながらそう返す。
「正直ねえ。恋人同士だったら、「ううん、今来たとこ」とか言うのが定番なのに」
「嘘は言えない性分なの。多少は誤魔化したりするけど」
　冗談めかして言うさやかに、カレンも微笑みながら返す。
「で、何分くらい待ったの？」
　カレンが腕時計に目を遣って答える。
「十五分くらい」
「ま、許容範囲内か」
「そうね」
　お互い忙しい身であるため、待ち合わせをしても時間通りに来るのは難しく、十五～二十分くらいならば「ごめん」の一言で済ませる。今回はさやかだったが、逆もまた多い。仲のいい二人の間に出来た自然な決めごとだった。
　
「ご飯は？　もう食べた？」
「いいえ、まだ」
　もう九時をゆうに回っているが、まだ食事を取っていない。二人にはよくあることだった。
「じゃ、まずは食べましょうか」
「そうね」
　さやかの提案にカレンが短く応じる。まもなく運ばれてきたのは、この時間に出ることは珍しい定食と、ジョッキになみなみと注がれたビール。酒のアテだけでも十分腹はふくれるが、普段満足に食事を取れる機会がそう多くない二人は、その分食事の重要性もよく分かっている。食べられる時にきちんと食べておかなければという意識が、こういう時にも働く。
　取り敢えずの乾杯をして、ビールを半分ほど流し込む。それだけでも仕事で疲れた心と体がほぐれていく。その上、目の前に気の置けない友人がいて、楽しく呑んだり喋ったり出来る。貴重でかけがえのない時間だと、カレンは思った。
　
「カレン？」
「何？　さやか」
　徐々に酔いが回ってきた顔でさやかが話しかけてくる。
「達哉君、カレンに剣を教わってるそうだけど、迷惑かけてない？　仕事の邪魔とか、してない？」
「いいえ。来てもらってるのは本当に手の空く時間だし、何より、私自身も結構楽しんでるところもあって」
「へえ……なるほどねぇ……で、達哉君、どう？」
「真面目で、正直で、少し不器用なくらい誠実な、そんな子」
　少し顔がほころんだのが、自分でも分かる。
「よく分かるわね」
　さやかが感心したような顔をする。
「剣の道は……」
「心の道、でしょ？」
　カレンが二の句を言う前に、先を越された。
「ええ。剣の太刀筋は心の鏡。何度か剣を合わせれば人となりはよく分かるわ」
「考えてることとかは分かったりするの？」
　さやかが少し身を乗り出すように訊いてくる。
「そんな読心術みたいなことは無理だけど……心に迷いがあったり、揺らいでいたりすれば剣にはっきりと出るわ」
「ふ～ん、なるほどねぇ～」
　さやかが二杯目のジョッキを飲み干す。
「……ところでさやか、何でさっきから達哉さんのことばかり？」
「ふふふ……さあ、何ででしょう？」
　微笑むさやかを、カレンが不思議そうな顔で見る。
「ふふ～ん」
　ビールの追加を注文したさやかが、カレンを見て楽しそうに微笑む。
「さやか？」
　こういう顔をする時の友人は腹に何か秘めている。今までの経験から信号が出るが、酔いが回ってきた頭では上手く思考もまとまらず、あっちこっちに話を飛ばしながら雑談に興じる。
（達哉さん……）
　不意に、真面目な顔をした少年の顔が浮かぶ。聞いた話によると、さやかの帰りがこうして遅くなる日でも、灯りを落とさずに可能な限り待ってくれているのだという。
「さやか……そろそろ」
「だ～め～、ほ～ら、カレンもの～む～の～！」
　何故か、ビールの大ジョッキが二つ運ばれてきていた。
「はいはい」
　笑い合いながら、杯を空けていく。気が付くと、二人で支え合わないと倒れそうなほどに酔いが回っていた。
　
　
　
　リビングの時計は午後十一時を指している。
「遅いね……お姉ちゃん」
「うん……」
　達哉も時計を見て頷く。出かける際に「カレンと飲みに行く約束がある」と言われていたので、多少は覚悟していたが、いつもならもう帰ってきていてもおかしくない時間だ。
「まあ、大丈夫だとは思うけど……」
　達哉がそう言い終えるかどうかというタイミングで、呼び鈴が鳴る。
「あ、帰ってきたかな？」
　麻衣が席を立って、小走りに玄関へ向かう。達哉も歩いてその後を追ったが、
「えっ！」
　という麻衣の大きな声に足を速める。
「姉さんっ！　カレンさんまでっ！」
　玄関には、微笑みながらも足がふらついて、いかにも危なっかしいさやかと、そのさやかに寄りかかる、というより倒れかかっているようなカレン。周囲に漂うアルコールの臭いがその惨状の原因をはっきりと表していた。
「たらいま～」
　さやかは明らかにろれつの回っていない口調でそう言って廊下に上がろうとしたが、足を引っかけて、倒れるように廊下に座り込んでしまった。カレンはさやかの首に両手を回したまま、それにつられてうつ伏せに倒れ込む。半分以上寝てる様子だ。
「よく帰って来れたね……」
「まったく……」
　麻衣の言葉に達哉が頷く。
「カレンさん、多分今日はここに泊めるだろうから、俺が姉さんの部屋まで運んでおくよ。麻衣は姉さんを頼む。リビングで少し休んだら多少は復活すると思うし」
「ＯＫ。さ、お姉ちゃん、立てる？」
　ふらふらと立ち上がったさやかが、麻衣に肩を借りて歩いていく。それを見届けて、達哉はうつ伏せのままのカレンに向き直る。
「ん、ん……」
　かすかな声とともに、カレンが寝返りを打つ。真っ赤な顔、しかめられた眉、苦しそうに呼吸する口。それにどきっとした達哉だったが、頭を振って、両手をカレンの膝と背中に滑り込ませる。持ち上げてみると、さすがに締まった身体だけあってさほど重いとは感じなかった。
　完全に眠っているらしく、抱きかかえて歩いてもカレンが目を覚ます気配はなかった。
　失礼だとは思いながらもその顔を見つめてしまう。普段からは想像できない、無防備で、少し可愛らしい寝顔。心臓がバクバクと高鳴る。
（おかしいな……姉さんを運んだことは何回もあるし、リビングで寝入った麻衣をこうして部屋まで連れて行ったこともある。なのに、何でカレンさんの時だけこんなにドキドキするんだろ……）
　小さな吐息がやけに耳につく。そして、その呼吸と合わせて上下する、やわらかそうな膨らみ。そんなところばかり見るものではないと目を逸らしても、また視線が戻っていってしまう自分に情けなさを感じながら、達哉は階段を上っていった。
　
　
「あ、達哉さん……えっ！　カレン様？」
　帰宅した時の物音が聞こえて出てきたのであろうミアと、階段を上りきった所で鉢合わせた。
「ミアちゃん、いいところに。悪いけど、姉さんの部屋のドア、開けてもらえる？　手がふさがっちゃってて……」
「え？　……あ、はいっ……ただいま！」
　まだ状況が飲み込めていないだろうミアが、小走りでさやかの部屋の前に行き、ドアを開く。達哉も少し足を速める。
「……しょっと……」
　無事にカレンをベッドに下ろし、溜め息を吐く。いくら軽いといっても四十キロは超えているし、起こさないようにと気をつけながら、階段まで上ったのだからそれなりに疲れる。そして、運んでもらった本人は布団の上で安らいだような表情を見せて眠っている。
「あの……達哉さん、何でカレン様がここに？」
　ミアがためらいながら尋ねてきた。
「ああ、そうそう。……実は……」
　達哉が一通り話すと、ミアも納得した表情を見せ、冷房を入れたり、さやかが寝るための布団の準備を始めた。
「……すいません。少し外してもらえますか？　お召し物を替えますので……」
「あ、ごめん。気がつかなくて。……じゃ、俺は姉さんの様子でも見てくるよ」
「はい。後はお任せ下さい」
　カレンをミアに任せ、階段を下りてリビングに向かう。カレンほど酔ってはいないようだったが、それでも少し心配になり、自然と急ぎ足になる。
　顔を出してみると、そこにはフィーナもいて、ソファに座って休んでいるさやかを心配そうな面持ちで見ていた。
「さやか、あまり飲み過ぎては身体に毒だわ」
「分かってはいるんですけど……つい」
「まあ、たまにはいいと思うけど……あまり達哉や麻衣に心配をかけるのはよくないわね」
　フィーナの言葉に促されるようにしてリビングに入っていく。麻衣はお茶を入れていたらしく、キッチンから湯気の立つ湯飲みを持ってきた。
「ごめんね～」
　そう言ってお茶を受け取るが、まだふらふらしていて危なっかしい。
「いいって、いいって」
「うんうん」
　酔っぱらった姉さんは微笑ましいし、何よりもう慣れてしまった感もある。今日はとんでもないおまけが付いてきてしまっているが。
「さやかさん、お布団のご用意できましたよ～」
　ミアが下りてくる。
「さ、お姉ちゃん、立てる？」
　肩を貸そうとする麻衣を制して、何とか自分で立ち上がる。依然として右に左に揺れながらだが、何とか一人で歩いている。階段は誰かの手助けが必要だろうが、無事に部屋へたどり着けそうだった。
「じゃ、俺も寝るよ。麻衣、フィーナ、お休み」
「お休み、お兄ちゃん」
「お休みなさい」
　途中、階段でさやかに肩を貸して自分の部屋に戻り、すぐにベッドに入る。だが、灯りを消して目を閉じても、カレンの顔や、胸、小さな肩、抱き上げた時の身体の感触ばかりがよみがえってきて、その夜、達哉は満足に眠れなかった。
　
　
　
　朝、カレンが目を覚ますと、いつもと全く違う光景がそこに広がっていた。思考回路が急速に回り始め、意識が覚醒に向かっていく。慌てて上半身を起こし、辺りを見回す。
　以前に一度、同じ状況で見た景色。床に敷かれた布団の上には気持ちよさそうに寝ているさやか。またやってしまったのかと、カレンはベッドの上で溜め息を吐いた。恥ずかしさで本当に顔から火が出そうだ。いっそのこと、窓から飛び降りて帰ってしまいたい気分だが、さすがにそれは出来ない。仕方なくベッドから降り、さやかの肩を叩く。
「起きて、さやか。朝よ」
「う～ん……あ、おはよう、カレン」
　開いたか開いてないか分からないような目で挨拶をするさやか。カレンの心が和む。
「おはよう、さやか」
　そう返したカレンが、ふと自分の着ている服に気が付く。昨夜着ていた外出着ではなく、この前に泊めてもらったときと同じ寝間着だった。瞬間、昨夜のかすかな記憶がよみがえる。抱きかかえられて階段を上っている時、ほんの一瞬、目が覚めた時に見た顔は、間違いなく達哉のものだった。そのままここに運んでもらって、もしかして、服も……
　カレンの顔が少しずつ赤みを増していく。
「どうしたの、カレン？　顔赤いけど……もしかして、風邪ひかせちゃった？」
「だ、大丈夫。ちょっと暑いだけ……さ、もう起きないと」
　さやかを促して、その前を歩いてリビングに向かうカレン。その間も、そんなはずはない、きっと誰かが……と可能性を考えるのだが、なぜか浮かんでくるのは達哉の顔ばかりだった。下着姿を見られたのではないか、という思いが冷静な思考を阻害して、好き勝手に暴れ回る。落ち着こうとすればするほど存在感を増すその何かが、不思議でならなかった。
　
「あ、おはようございます、カレンさん。よく眠れました？」
　穏やかな少年の声に心臓が跳ね上がる。
「お、おはようございます、達哉さん。昨夜は、その……」
「あれくらいなら気にしませんよ。いつもと違うカレンさんが見れて新鮮でしたし」
　椅子をひいて、カレンの向かいに達哉が座る。
　『いつもと違うカレンさん』という部分で鼓動が早くなる。
「いえ、でも……」
「姉さんで慣れてますし、本当に気にしなくていいんですよ」
　『姉さんで慣れてます』という部分でまた鼓動が早くなる。女性を着替えさせるのに慣れている、下着ぐらいなら見慣れている、という意味だろうか。
　本当に気にしていないのだろうと、その顔を見れば十分わかるが、一番訊きたいのはそんなことではなかった。
「と、ところで……」
　最初の「と」だけにアクセントがついて、後は消え入りそうなほどに小さい声になってしまう。達哉が不思議そうな顔でカレンを見る。
「み……見ました？」
「何をです？」
　更に不思議そうな顔になる達哉。見なかったふりをして気遣ってくれているのか、そうでないのかが掴みきれない。
「おはよ～」
　ふらふらと、まだアルコールが残っているのではないかという歩き方で、さやかが姿を見せる。
「あ、さやか」
　思わず席を立って、さやかに駆け寄る。
「昨夜のことで……」
　まだ完全に目が覚めていないのは承知の上で、さやかに耳打ちする。達哉は未だに疑問符を頭に浮かべたままだ。
「ふふふっ……」
　話し終えると、さやかが堪えきれないという風に笑い出した。
「大丈夫よ、カレン。着替えさせてくれたのはミアちゃん。まあ、一瞬目が覚めた時に見た達哉君の目線の先がそれじゃあ、誤解してもしょうがないか」
　カレンにだけ聞こえる小声で説明して、それでもまだくすくす笑いながら達哉の隣に座るさやか。
「駄目よ、達哉君。寝てるからって女性の身体をじろじろ見たりしちゃあ」
　これも小声だが、カレンに聞こえるような大きさだった。
「え？　……あっ！」
　言われて思い出したのか、達哉が声を上げる。瞬間、カレンと目があって、お互いの顔に軽く紅が差す。それを見たさやかが、またくすくす笑い出した。
「あれ？　お姉ちゃん、お茶……？」
　もう完全に目が覚めているさやかを見て、驚いた顔をする麻衣。その日の朝は、頬を赤らめた二人と、くすくす笑う一人、ただ不思議そうな顔をする三人の、少しおかしな食卓だった。
　
　
　　　　　　　　＊　＊　＊
　
　
「行ってきます」
「行って参ります」
　公用で大使館に向かうフィーナとミアが出かけていく。空は快晴。強い光を放つ太陽が、今日もまた暑くなることを告げていた。
　本来であればカレン、もしくは大使館の職員が車を出して迎えに来るはずで、実際、今朝も朝霧家の前に黒塗りの車が止まったのだが、「風が心地いい」という理由でフィーナが断り、今日は歩いて向かっている。
「本当に今日はいい風……」
「はい、風一つで蒸し暑さが結構和らぐものですね」
　川面を渡る風に足を止めて、目を細めるフィーナ。ミアも気持ちよさそうに応える。二人きりで歩くのは少し久しぶりで、ミアもそれを心なしか喜んでいるように見える。やはり車を断ったのは正解だったなと、足取り軽く、フィーナはまた歩き出した。
　
　大使館に着く頃には、強かった陽射しも薄い雲が遮り、二人はそれほど汗をかくことなく館内に入っていった。
　
　
　そろそろ日も落ちようかというはずの時刻、フィーナとミアは大使館の玄関で空を見上げていた。
「雨、止む気配ありませんねぇ……」
　困った様子のミアに、「そうね」とだけフィーナが返す。
「フィーナ様、今、お車を出しますので少々お待ち下さい」
　二人の背後から、カレンがそう告げる。
「カレン、貴方まだ急ぎの仕事が残っているのではなくて？」
　フィーナが振り返り、僅かに咎めるような目で言う。
「フィーナ様を送って帰ってくる程度の時間ならば、大丈夫です」
「なりません。急ぎの仕事を優先しなさい。傘なら大使館の中にあるでしょうし、また歩いて帰るわ」
　穏やかな口調だが、しっかりとした意志がそこに込められている。
「そういうわけには……」
　それでも、と前に進もうとするカレンを「いいえ」とフィーナがとどめ、傘を探しに引き返そうとした時だった。
「お～いっ！」
　足下から雨水を跳ね上げながら駆けてくるのは、達哉だった。右手に傘を差し、左手には二本の雨傘を下げている。
「達哉さん！」
　ミアが手を振って応える。それに、達哉も傘を振って返す。
「お優しい方ですね」
　声のする方向に背中を向けていても分かる。今、カレンは達哉に視線を向けている。きっと穏やかな顔をして。
「ええ、とっても」
　フィーナはゆっくりと達哉の方へ歩き出した。
　
「ごめん、もしかして、車で送ってもらうところだった？　カレンさんの姿が見えたけど……。急に降り出して、傘持って行かなかったはずだから慌てて持って来ちゃって……」
「いいえ、カレンも急ぎの用事があって困っていたところだったから。助かったわ、達哉。ありがとう」
「ありがとうございます」
　ミアもペコリとお辞儀をする。
「じゃ、行こうか」
「ええ」
「はい」
　視界の片隅で、達哉がまだ玄関先に残ってフィーナ達を見送るカレンに、そっと頭を下げるのが見えた。
　
　
　　　　　　　　＊　＊　＊
　
　
　カレンは、大使館の一室のドアの前にいた。中では、フィーナが政務をこなしているはずだった。
　頭の中で、帰国までのスケジュールをざっと確認する。もう八月の半ば。もう一週間程度しかない。大使館での政務の予定は、今日が最後だった。
　ノックをしようと伸ばした手を、少し迷って引っ込める。言うのならば今日しかない。だが、躊躇ってしまうのは何故なのだろう。
（達哉さん……）
　最近のカレンの心を埋め尽くす、一人の少年。彼のことを考えると、自分が自分でなくなるようで、怖かった。正の感情も、負の感情も、全てが彼を中心に涌き起こってくる。
（恋心などではない……きっと違う……）
　自分の中に生まれた得体の知れない感情にその名を付けることを、カレンは拒絶する。達哉がふとした折に見せる心の揺れも、きっとそれとは違うものだ。そう、強く思う。
（ほんの少しの間でいい……頭を冷やす時間があれば……）
　カレンは、今度こそ、そのドアをしっかりとノックした。
　
　
　
　八月も半ばを過ぎ、朝晩は少しだけ過ごしやすくなってきていた。それでも日中の陽射しは強く、今フィーナが歩いている河川敷の道にも、容赦なく降り注いでいる。
「暑いわね」
　隣を歩く達哉に話しかける。口にするとそれが実感されて更に暑さを感じる。言わなければよかったと少し後悔した。
　週に一度の、達哉とカレンが仕合う日。今日はフィーナの方も手が空いているので、横で見させてもらおうと思い立ったのだった。
「そういえば、まだ一度もカレンと達哉が仕合うのを見ていなかったわね」
「師匠として見てられないかも知れないよ。全く手も足も出ないから」
「ふふ……それはそうでしょうけど……」
　仕合を見る以外にも目的があるのだが、それは言わないでおく。
「どれだけ形になっているかを見るのも、十分楽しみよ」
　
　武官制服のままのカレンと、運動着の達哉が向かい合って礼をする。二人の目が合ったのを合図にするかのように、達哉が攻撃を仕掛ける。竹刀を上段に構え、至近距離から振り下ろす。カレンがそれを半身になってかわし、その勢いのまま達哉の胴を薙ぎにかかる。達哉が返す刀でそれをしのぎ、両者とも数歩下がって間合いを取る。
　いつも真剣に取り組んでいるためか、達哉の上達は早い。今の攻防、カレンの反撃が単純なものだったとはいえ、キレや速さに手抜きはない。フィーナと仕合っても同じ速さになるだろう。それを達哉がすんでの所ではあったがしのいだ。まぐれかも知れないが、たとえそうであっても、あの胴薙ぎをしのいだことには感心を覚える。
　そんなことを思っている間に仕合は続き、フィーナはまたそちらに意識を戻す。
（成る程……）
　普段、そう他人の仕合を見ることはないのだが、こうして今達哉とカレンが剣を交える様子を見ていると、剣はそれを振るう者の性格を反映するということがよく分かる。
　誠実で、愚直なまでに真面目な攻めを見せる達哉と、それを受けて真摯に、手加減や手抜きをすることなく返すカレン。お互いに真剣な目をしている。いつも、二人だけの時も同じように仕合っていたのだろう。
　フィーナが目を細める。多分……いえ、きっと、間違いない。誰にも分からないように、小さく一度、頷いた。
　
　始める時と同じ様に、達哉とカレンが向き合って一礼する。カレンは少し汗をかいている程度だが、達哉の方は肩で息をしている。カレンと何か言葉を交わしながら、バッグの中からペットボトルを取りだして口を付ける。何を話しているのか気になったが、邪魔をしては悪いと自重した。
　カレンが仕事に戻り、達哉はフィーナに向かって歩いてくる。心臓の鼓動が少し早くなる。達哉に、伝えなくてはならないことがある。だがそれは、本来は自分が言うべきことではない。でも、今自分が言わなかったら、達哉も、そして自分もきっと後味の悪い思いをするだろう。フィーナは、心の中で決意を固くした。
「フィーナ、どうだった？」
　心地よい汗を流したと分かる、清々しい顔で話しかける達哉。
「驚いたわ。思ったよりちゃんと戦えていて」
　嘘ではない、正直な感想を返す。褒められて嬉しいのか、達哉が笑顔を見せる。それでもおごった風なところはなく、気になった所は無いかとフィーナに尋ね、フィーナも身振りを交えながらそれに答えた。
「そろそろ、帰ろうか」
「そうね」
　達哉の言葉にフィーナが頷き、二人並んで大使館を後にする。本格的に傾いてきた日が徐々に赤みを増してきている。フィーナは話を切り出すタイミングを計り、達哉もいつもと違う雰囲気を察してか、口を開けずにいた。二人とも無言のまま歩き、河川敷まで来た時だった。
「達哉？」
　フィーナが足を止める。気付いた達哉も数歩ほど先を歩いたところで止まり、フィーナに向き直る。
「何？」
　先を促す目に、フィーナが口を開く。
「カレンのこと、どう思っていて？」
　横顔に赤い日が当たっているのが分かる。決して、優しく、穏やかな顔ではないだろうなと自分でも分かる。
「どうって……」
　たじろぐ様に、達哉が問いを反復する。
「一人の女性として、好き？」
　はっきりと、そう尋ねる。ここまで来たら誤魔化すようなことは出来ない。
「な、何でそんなこと……」
「こんなことを、私が聞くべきではない。もちろんそう思っているわ。だから、答えたくないのなら言わなくても構わない。私も、この話はもう二度としないわ」
　恐らく、達哉のカレンに対する気持ちは明確な形にはまだなっていないだろう。でも、聞いておきたかった。その答え如何によって、次の話があるのだから。
「よく……分からない」
　達哉が、絞り出すようにそう口にする。
「まだよく分からないんだ。確かに、あの凛とした眼差しに気が付いたら憧れていて、会って剣を合わせる度にその想いは強くなっていったけど、でも、まだ『好き』っていうのには遠いかなって、そう思うよ」
　剣の太刀筋と同じ、誠実な答えが返ってくる。
「そう……でもね、達哉」
　伝えることが一つ残っている。
「私とミアは、あと数日で月に帰るのだけれど……カレンもそれに併せて帰国して、少しの間月での仕事を任せることになっているの」
「えっ？」
「やっぱり、聞かされてなかったようね。カレンから言い出したことなのに……」
　予感が当たり、やはり、この話をしてよかったとフィーナは思う。
「少しの間って……」
「一ヶ月程度の予定よ。すぐに地球に戻ってもらうことになるけれど、その間、剣術の稽古は一時中断してしまうわね」
　達哉の心が揺れているのが分かる。続くと思っていた日常が、わずかの間とはいえ、不意に絶たれることへの驚きと不安。そういった感情が生まれ、心を乱し始めているのだろう。
「困らせるようなことばかり言ってごめんなさい。でも、どうしても伝えておきたかったから……」
「いや、ありがとう」
　短く返して達哉が歩き出し、フィーナも続く。川面を渡る風が、ほんの少し秋の空気を孕んでいた。
　
　
　ベッドに入ってから、達哉は夕方言われたことを思い返していた。一ヶ月、カレンと会えない。たった一ヶ月のことだ。特別な感情を持っていなければ、ちょっと寂しいな、で済んだことだ。
　だが、達哉の心はたった一ヶ月会えないと告げられただけで、火が付いたような焦りを感じていた。今日会ったばかりなのに、もう、会いたくてたまらなくなってきている。これが一ヶ月も続くかと思うと、気が狂いそうになった。
（そっか……）
　会いたくて、会いたくてどうしようもない。ああ、これが『好き』なのかと、そう思うと、胸に何かがストンと落ちる心地がして、気が楽になった。
　この想いを正直に伝えよう。そう決心して、達哉は目を閉じた。
　
　
　　　　　　　　＊　＊　＊
　
　
　フィーナとミアが月へ帰る日が、二日後に迫っていた。二人とも、お土産選びや荷造りに忙しく、達哉もそれを手伝ったりしていた。
　折に触れ、カレンと会えないかと、達哉はフィーナに尋ねたが、
「ごめんなさい。私も何とか時間を作って会うように、と言っているのだけれど、忙しいの一点張りで……」
　そう、すまなそうに言うばかりだった。
　大使館に出向いてみても、もちろん門前払い。さやかに言ってみても「私も会えてないのよ～」とのことだった。
　会いたい。会って想いを伝えたい。そう願っているのにそれが叶わない。このまま一ヶ月も会えないのか、そう思い始めていた時だった。
「達哉」
　イタリアンズの散歩から帰ってきた玄関先で、フィーナに呼び止められる。
「何？」
「月人居住区にある礼拝堂は知っているわよね？」
　達哉は頷く。一度、フィーナと連れ立って行ったことがある。
「あそこへ、行ってもらえいないかしら？」
「え？」
　何の用事もなく、フィーナはただ、そこへ行くように言っている。
「行けば分かるわ」
　そう言って、フィーナは家の中に戻っていった。
　
　怪訝に思いながらも、達哉はイタリアンズを小屋につないで、そのまま礼拝堂へと向かった。
　商店街を抜け、弓張川を渡り、川べりを歩き、もう一度川を渡る。月人居住区に着いてから少し歩き、博物館と隣り合う礼拝堂に辿り着いた。
「朝霧さん……ですか？」
　勝手に中に入っていいものか、敷地に入ったところで逡巡していると、横から落ち着いた声で尋ねられた。
「はい。そうです」
　見ると、初老の男性がそこに立っていた。礼拝堂の人なのだろうか。それらしい服を身にまとっている。
「司祭のモーリッツと申します。フィーナ様から話は聞いております。さあ、中へお入り下さい」
　手で、ドアを示される。頷いてその前に立ち、達哉はその扉に手をかけた。
　
　ギィッという音と共に、中に入る。
「えっ！　た、達哉さん……」
「カレンさんっ！」
　中にいたのは、予想だにしない人物だった。この数日間、会いたくて会いたくて気が狂いそうだった、剣の師匠であり、今、恋をしている人。
「カレンさん！　俺！」
「言わないでください……」
　剣の稽古をつけていた時とはとても同一人物とは思えない、弱々しい声。
「でも、伝えておきたいんです！　俺、カレンさんのこと……」
「お願い……それ以上は……」
　逃げるように、カレンが一歩後ずさる。精一杯打ち込んでいるのに、そのリーチから逃げられてしまう。そんな手応えのない空虚感を、達哉は感じていた。
「らしくないわね、カレン」
　後ろから聞こえてきた声に、達哉が振り向き、カレンは顔を上げる。入ってきたのはフィーナだった。
「何でそんなに逃げているの？　正々堂々達哉が打ち込んでいるのだから、きちんと相手をなさい」
「に、逃げてなど……」
　否定しようとしたカレンを、フィーナが制す。
「この場で、そう誓える？」
「……………」
　礼拝堂。その奥には祭壇が見える。達哉には分からないが、月人には特別な場所なのだろう。恐らく、ここで嘘を言ってはならない。そう教えられているのではないだろうか。
　実際、カレンは否定の語を続けることが出来ず、じっと黙している。
「カレン、あなたが今抱えている気持ち、別に怖がるようなものではないわ」
　優しく、フィーナが語りかける。
「それに、一ヶ月やそこら逃げ出したからって、強まりこそすれ、なくなることはないわ」
「フィーナ様っ！」
　カレンがはっとなる。
「私が不審に思わないと思っていて？　スフィア王国の姫を見くびってもらったら困るわ」
　達哉を置いてけぼりにして、二人だけの話が進んでいく。
「月での仕事は確かにあるけれど、別にカレンが出張るような内容ではなかったし、何だかおかしかったから観察させてもらっていたのよ」
　そこでフィーナはクスッと笑った。
「ちょっと注意して二人を見ていたら、大体分かってしまったわ」
「フィーナ様……」
　カレンが観念した様子で目を閉じる。
「カレン。私用で地球の仕事をわずかとはいえ放り出そうとしたこと、許さなくってよ」
「申し訳ありません」
　カレンが腰を折る。
「罰を与えます」
　フィーナが姫としての口調でそう言い、息を吸う。
「カレン・クラヴィウス。暫くの間、朝霧家で暮らすことを命じます」
「えっ……？」
　達哉とカレンの声が重なる。
「言った通りよ。私とミアが月に帰り次第、朝霧家で暮らしなさい。ちょっと通勤距離が伸びるけれど、さやかも通っているのだし、問題はないでしょう？　そこでじっくり、自分の気持ちと向き合うこと。逃げずに……ね」
「フィ、フィーナ様っ！」
　カレンの顔が赤くなる。
「罰なんですから、拒否は許しません。ああ、朝霧家の家主の了承も必要ね。達哉、構わないかしら？」
　フィーナに突然話を振られ、達哉はただ無言でコクコクと頷いた。
「決まりね。カレン、もう日にちがないのだから、すぐ準備にかからないといけないわ」
　そう言い残して、フィーナは礼拝堂を後にする。
　
　残された二人は、頬を染めながら顔を向けあっていた。
「あ、あの……ということで、よろしくお願いします……」
　達哉が、かろうじてそんなことを言い、頭を下げる。
「……………」
　カレンは顔を真っ赤にして、じっと黙ったままだった。
　
　
　
　その日、達哉が言おう言おうと決心していた言葉をようやく口にしたのは、カレンが朝霧家で暮らすようになってから、およそ一ヶ月後。二人きりになっても、その凛とした立ち姿が崩れなくなってからのことだった。
　
「カレンさん、好きです」
　目を見据えて、落ち着いて口にする。
「私も……です」
　顔を赤らめてそう返すと、クルッと背中を向ける。照れ隠しだとすぐ分かったが、その背筋は、気持ちいいほどにピンと伸びていた。
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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